
山梨県中小企業家同友会
新型コロナ感染症に係わる金融　緊急アンケート　集計結果

2020年4月6日　集計及び公表

（担当：山梨同友会　事務局）

【電話】055-267-8165

【FAX】055-267-8178

info15@yamanashi.doyu.jp

○実施組織：山梨県中小企業家同友会　○実施期間：2020年3月31日～4月5日　○設問数：6
○アンケートの方法：山梨県中小企業家同友会の会員（303事業所）にFAXまたはe.doyuにて回答を求める

○回答数：87（内有効回答数87）　　○回答率：29％

問１．あなたの会社の業種をお答えください（単一選択）

回答数 ％
1 建設業 16 18.4%
2 製造業 10 11.5%
3 卸・小売業 21 24.1%
4 情報・流通・運輸 6 6.9%
5 サービス 30 34.5%
6 農業 1 1.1%
7 その他 3 3.4%
（n=87） 87 100.0%

問２．あなたの会社の総従業員数（パート・アルバイト含む）をお答えください（単一選択）

回答数 ％
1 5名以下 25 28.7%
2 5～10名 16 18.4%
3 11～20名 10 11.5%
4 21～30名 14 16.1%
5 31～50名 9 10.3%
6 51～100名 11 12.6%
7 101名以上 2 2.3%
（n=87） 87 100.0%

問３．コロナの影響で金融機関に借入を申し込みましたか？（単一選択）

回答数 ％
1 申し込んだ 19 21.8%
2 申し込んでいない 68 78.2%
（n=87） 87 100.0%

建設業
18%

製造業
12%

卸・小売業
24%情報・流通・運

輸

サービス
35%

農業
1%

その他
3%

問１グラフ

5名以下
29%

5～10名
19%

11～20名
12%

21～30名
16%

31～50名
11%

51～100名
13%

問２グラフ

申し込んだ
22%

申し込んでい

ない
78%

問３グラフ

【コメント】

・回答者の業種では、サービス業が34.5%と一番多く、次いで卸・小売が24.1%、建

設・製造と続く。

【コメント】

・回答者の従業員数の内訳は、5名以下が28.7%で一番割合が多い。次いで5～11
名が18.4%。51人を超える規模の回答者も14.9%（13社）ある。



問４．コロナ禍で借入を申し込んだ先をお選びください（問３で申し込んだを選んだ方のみ回答）【複数選択可】

回答数
1 日本政策金融公庫 18
2 商工組合中央金庫（商工中金） 0
3 都市銀行 1
4 地方銀行 1
5 信金・信組 2
6 その他 0
（n=19）

問5．コロナ禍で金融機関と接触した際、気になること、改善して欲しいことはありますか？（文書回答）
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問6．コロナ感染症の影響は長期化すると予測されます.何でも結構ですので思うところをご記入ください.
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国民が一丸となって耐え忍ぶしかないと思う

金融機関に融資の依頼をしておりますが、コロナの長期化により経済の停滞がいつまで続くかとても不安

今後、景気減退が予想されるので継続的な金融支援を望む

【いま，やること】
従業員に危機意識を教育すると同時に，矛盾するが落ち着かせる，安心感をもたせる。
【そのために・・・】
・改めて，経理内容を説明し安心感をもたせる。・ウィルスに対する教育を正確に行う。・休業しても大丈夫であるという，体制や制度をいち早く作る。
【現在の取り組み】
・テレワークの実施（取組方法等については，以前より作っていた）・労務管理体制づくり
・お客様への理解（まあ，当社のお客様はだいたいテレワークしてるから，ここは問題ない。）
・ステークホルダーへ，万が一の感染が無いように，社員の行動をつよく自主規制する
・常に明るく前向きに取り組む。
【思うこと】
・こういうときこそは，従業員との真の関係性が顕在化する，千載一遇のチャンス。・誰と働くのか，改めてよく考える。
・でも，既存事業については，絶対に生産性を落としてはいけない。
３人で10人分の仕事をするのはもってのほか。３人分に仕事が減ったら最高に忙しい３人と，遊んでいる７人という構造を作るべきである。
そうしないと，取り返しがつかないことになる。
・この状況の収束を待つのではなく，この状況下で継続・発展できる方法を模索する。（中小は，どうしても持続可能でなければ，業種転換もOKかな）
・とにかく出ないということを従業員と共有する。（2020-04-04時点での判断。明日はわからん）
・（不謹慎だが・・・）コロナチャンスと捉え，社内に課題がある場合は，改革を一気に押しすすめる。
・あと，個人的感想は，従業員・従業員の家族を始めとして，どうか感染しませんようにと毎日，神棚に祈ってます。
・融資に関しては，いいと思う。当社でいうと，営業ゼロでも１年分はなんとかなるが，それ以上は怪しい。。　なので，僕もとりあえずの手元資金は確保しよう
かと思っています。

マスクは定期的に入荷しているが入荷量がが少ない。マスクを政府が買い上げるのもいいが、さらに増産し市場に放出してほしい。

企業側、一般消費者側の両面からも消費税5%(またはそれ以下)への減税を実施すべき。準備など含めると実施までには時間を要するが、コロナ終息後も
経済の持ち直しは１年以上要すると思われ効果はあると考える。そして今回の政府対応を見ていると政府のスピード感が全くない。

長期化による消費の減少、買い控えによる受注減少が懸念されます

近々運転資金及び雇調金の申請を行う予定です

コロナは早く終わって欲しいです。皆様が不安になっていることがまた負の連鎖になるので良いことも流して欲しいです。

明日会いに行くので、まだわかりません。

普段より迅速に対応してくれた。

迅速に対応していただいています

現時点では特になし

借りたくもないお金をコロナの為にキャンセルだらけで借りなくてはならない状態になっている。しかも3年間だけ無利子、絶対に間違っている。15年以内に
返済すればすべて無利子にするべきだ。

銀行に返済猶予を断られた。企業の格付けを下げるといわれた

政策金融公庫でコロナ不況による運転資金を2,000万円借りることなど事前にざっくばらんな話しを甲府信用金庫の担当者にはしていたせいか、今月決済
の手形貸し付けについて借り換えを予定していたが金利の安いセーフティネットにしたらどうかという提案をもらった。

コロナ対策で保証協会の保証が県と市で補助してくれるので保証料が無料になるなど有り難い提案だと思った。

さっそく担当者は動いてくれているので、比較的スムーズに融資が受けられるのではないかと思う。

提出書類の簡素化はしてほしいです。当社の経理は1名で行っており報告提出の資料や役所関係の書類収集など、朝から晩まで動いております。

今までになく、簡単でスムーズに対応してくれてありがたかった。

迅速に対応してくれた

これからの打ち合わせとなりますのできちんとした対応を望んでます

迅速に対応してくれた

・総体的には、親身になってもらい、丁寧な説明をいただき、申込みから審査完了まで迅速に対応していただいた。

・返済猶予については、(悪い感じではないですが)あまり積極的ではない印象でした。（３か月猶予してもらう‥60回返済を57回に圧縮）

・政府からのコロナ対応の融資内容がまだ不確定な部分もあり、担当者も困惑気味？

今回のことで金融機関との関係が強化されたと思う。
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【コメント】

ほとんどが日本政策金融公庫に申し込んでいる。
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イベント部門の売上がなくなり、今後の予想がつかないので何もできない状況です

物品が入らないのは業務に影響が出る。社員や家族の健康を思うと不安な気持ちが強い。

建築資材入荷未定のため、受注していた物件が延期になってしまった。売上減少がこのまま続けば倒産も考えられる。
社員の生活、家族のことを考えれば頭が痛い日々です。コロナが終息するか会社がもつかの瀬戸際。今期の消費税を減税していただきたい。

長期戦に耐えるべくできることは何でもやる。最悪の事態を想定して活動する。

今は直接急激な受注減はありませんが、長期化することでこれからの影響が不安です。

先が分からないため不安はあります。借入しても返済の予定立たず。給与の
支払いがいつまでできるか社会保険料の支払いができなくなったらどうなるのか。どの段階まで会社を存続したらよいのかの判断のしどころ。

借入もしくは助成金を考えていますがどれも当社が該当するのか正直分かりません。分かりやすくアドバイス頂ける方をご紹介いただけませんか。

売上減少（コロナの影響で）している企業に適切に融資が行き届き、日本経済全体が不況にならない対策を国に求めます。

他の件では計画的な融資を申し込んでいる。現時点では資金的に問題はないが今後必要な場合、融資が受けられるかが心配。
例えば自社の関係で感染が確認された場合、会社名が公表されるか否かのボーダーラインが分からない。

日本は全ての対策に対して遅すぎる。しかもすべて細かいしばりをつけすぎ。今必要なのは経営者にお金を配ることだ。雇用など基本助けられるわけがない

政府が全くあてにならん！あべが大キライになった。リーダーシップの欠如はなはだしい。

営業活動も自粛されていますので打つ手がなく困っています。早く終息するといいですね。

これから先が心配です。長期化することを恐れています。

この先の大恐慌が心配

3月までの売上は確保できたが、４～５月の先が見えていないことから設備投資を中止した。

イベントが中止となり、今後の日程も立たない状況で見通しがたたない。人が集まる職場なので十分注意をして対応していますが、
社員が感染した場合は業務停止になるので大変なことになってしまう。

早く終息して欲しい

新聞・テレビ等の報道を見ていると、コロナに感染した方が悪いような印象を受けます。感染した方々は被害者であって、
悪いのはウイルスであることを伝えて欲しいと思います。

観光地（石和・富士五湖）を取引先にもたなければ甲府の業者は売上確保ができないのに、今回のコロナは観光地の影響が大きくて
甲府地区で努力しても売り上げをあげることができなく、四苦八苦である。他人事ではなく、経営が危険の状態である。さらにイベント等全て中止、借入では
解決のしようがない。

早くおさまってほしいです
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